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◆	 研究概要

1) 不安や抑うつの生起に関与する認知処理上の偏りに関する神経生物学的研究.
2) 認知の偏りを標的にした有効な介入法に関する臨床的研究.
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◆	 学会報告

1) 袴田優子. 免疫炎症系と情動認知—遺伝×環境の相互作用の観点から. 第28回精神神経内分泌免疫学研究会（PNEI）
研究集会・日本認知心理学会高齢者心理研究部会第19回研究会との合同年会; 2022 Jul 9; 大阪（ハイブリッド）. （招
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◆	 その他
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